
(1) 昭和43年7月15日

村のようす
(43, 6月 1日現在）

世帯 数 1,430戸
人口 7,590人

男 3,690人
女 3,900人

積 46.62属面
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の交通事故防
7月20日から 9月 i9日までの 2ヶ月間

④ あなたは今、安全運転をしていますか

〇さあ青だいやもう一度右左

玉川村交通対策協議会

安全協会泉郷須釜分会

泉郷須釜運転者会

二
六
日

二
九
日

ニ
八
日

八
・
六
日

一
六
日

一
七
日

二
0
日

ニ
四
日

二
五
日

二
五
日

体
育
指
溝
員
会

青
年
学
級
生
野
外
活
動
研
修
会

県
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
須
釜

チ
ー
ム
参
加
）

県
公
連
研
究
大
会

玉
川
村
親
善
野
球
大
会

村
民
登
山
大
会
安
達
太
良

教
育
委
員
会
、
文
教
犀
生
杏
員
字

校
訪
問

六七六
日日日

企
草
地
改
良
基
本
調
査

農
業
委
員
会

教

育

委

員

会

公
民
館

画

室

月下↑ー
九五

間旬日日

1
0日

一
五
日

ー
中
旬

一
七
日

一八日
一
八
日

九

日

農
構
評
価
委
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会

地
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調
査
推
進
委
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会

地
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調
査
事
業

C
D
Fじ
工
程
入
札

地
籍
調
査
事
業
一
筆
地
調
査

仔
牛
せ
り
市
石
川
市
場

仔
牛
せ
り
市
川
東
市
場

石
川
地
方
農
村
教
育
青
少
年
会
議

技
術
交
換
会
（
中
村
池
）

農
事
諧
習
会
竜
崎
公
民
館

家
畜
防
疫
対
策
打
合
せ
会

村
単
工
事
澗
量

失
対
工
事
監
督

玉
川
第
一
小
学
校
敷
地
造
成

事

業

課

一
七
日

須
釜
支
所

一
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日

日
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タ
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ク
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セ
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課
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会
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時
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固
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下

旬

月

例

監

査

総

務

課

=＝＝＝＝＝＝=＝＝-＝＝=＝＝＝=＝-=―
11111 
＝＝＝＝＝＝＝＝-＝=＝＝＝＝＝＝＝=＝=＝
-m-
＝＝=＝=＝＝=-＝＝―-== 11111 

七
月
の
行
事
予
定
表

4-=＝＝＝=＝＝
-m-m-
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
--m-
＝―-＝ 
11111 
=―1111111 
=＝＝―――
11111111 
＝＝=＝-＝＝＿＿ 



昭和 4:3年 7月 15日 広 報 た ま か わ 第-32号 (2) 

七
月
一
日
よ
り
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
庁
内

機
構
の
一
部
が
変
り
ま
し

た
。
尺
機
構
の
変
更
に

よ
り
次
の
と
お
り
人
事
の

異
動
が
発
令
さ
れ
た
。

(

H

内
は
旧
課
名

一
、
機
構
変
更

‘
総
務
課
（
総
務
課
税
務
課
〉

一
、
職
員
の
進
退
及
び
身

分
に
関
す
る
事
項

二
、
議
会
及
び
村
の
行
政

一
般
に
関
す
る
事
項

―
―
-
、
村
の
オ
入
オ
出
予
算

そ
の
他
財
務
に
関
す
る

事
項

四
、
村
税
及
び
村
税
に
係

る
税
外
収
入
に
関
す
る

事
項

五
、
広
報
、
条
例
の
立
案

そ
の
他
他
課
の
主
管
に

属
し
な
い
事
項

住
民
課
（
住
民
課
）

一
、
社
会
福
祉
に
関
す
る

事
項

二
、
社
会
保
障
に
関
す
る

事
項

三
、
保
健
術
生
に
関
す
る

事
項

四、

国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
事
項

五
、
国
民
年
金
に
関
す
る

事
項

六
、
戸
籟
及
び
住
民
登
録

に
関
す
る
事
項

七
、
印
鑑
等
諸
証
明
に
関

す
る
事
項

事
業
課
（
産
業
課
、
建
設

｀
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、

工

場

誘

致
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事
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び
水
産
業
に
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項

‘―

主

五
、
観
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に
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項
主

事
項

二
、
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六
、
各
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計
に
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る
主
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宅
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び

建
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に

関
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項

ク

七
、
財
産
管
理
に
関
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る
罷

す
る
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項

四
、
労
働
に
関
す
る
事
項

，・

事

項

ク

企

画

室

（

新

設

）

会

計

室

（

会

計

室

）

＾

ク

一
、
村
総
合
開
発
計
画
に
一
、
金
銭
の
出
納
に
関
す
連ク

関

す

る

事

項

る

事

項

二
、
都
市
計
画
に
関
す
る
二
、
物
品
の
保
管
及
び
出

事

項

納

に

関

す

る

事

項

三
、
公
害
対
策
に
関
す
る
二
、
人
事
異
動
関
係

総

務

課

課

長

円

谷

信

庶

務

係

長

宗

形

友

財

政

係

長

大

和

田

重

税

務

係

長

大

木

嘉

主

事

三

吉

隆

主

補

溝

井

義

主

補

塩

沢

忠

雇

揃

枝

徳

ク

宗

形

チ

ョ

ク

小

針

サ

ッ

藁

谷

美

登

角

田

た

い

添
e

田

四

車

田

喜

民

課

矢
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治
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井
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矢
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蒜 川二北 Jヽヽマ、 一
保鳥下宮 図‘兎懸 地 .).三城向北斗古 部一 地 ‘

‘須‘居‘ノ 簿面田金 内舛‘久畷蒔川 測筆籍地実
生中‘三前辺作積 沢釜十‘蒔東保‘‘田高蓋地図籍施

沖十ノ‘ 成測：：：：ヽ
戸

八掛‘耕‘南稲‘ 地 調根図地
日鳥辰 地定子サ 字金会地丑畷荷中 域査 多 根

八森居巳 域及 バ ‘興 ・_.'久‘畷村 ‘ 角 三 域
字‘‘城 び キ 平志池保四‘前‘ 地 測角
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久 ノ 池 籍 ‘ 谷 戸入御敷畷六 細‘量．

昭
和
四
十
三
年
度
の

Ill

土
調
査
法
に
よ

る
地
籍
調

査
事
業
実
施
地
域
は
次
の

通
り
と
な

っ
．
て
ま
す
か
ら

土
地
所
有
者
及
び
同
管
理

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
特

段
の
御
協
力
を
御
罰
い
し

ま
す
。

事

子幸雄

（
税
務
課
）

（
教
委
）

（

ク

）

// 

事 事

務 所

広二夫郎

＾^^ヘク支税支
務

所課所
ツ、一 、一、-

事

子幸

（
会
計
室
）

（
会
計
室
）

男弥一高郎

（
産
業
課
）

盆
総
務
課
）

合産
業
課
）

（
産
業
課
）

（

ク

）

転

手

事

補

カ

（
住
民
課
）

（

ク

）

十
勝
沖
地
震

義
援
金
実
績
報
告
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一
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
[

一

犯

罪

を

ふ

せ

ぎ

皿

社

会

を

明

る

＜
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ま
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よ
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t

栗
木
内
、

．恵
平
、
宮
下
田
畑
、
藤
右
衛
門
田
、

羽
根
石
、
兎
喰
、
鬼
淵
淀
ノ
目
、
天
神
、
江
平

細
田
七
字

．

大
隅
平
、
石
原
、f
東
•

小

高

前

、

八

舛

蒔

、

大

谷

地

上

高

原

、

石

場

、

矢

地

中

島

十

文

字

田
、
北
ノ
内
、
竹
ノ
花

こ
と
し
は
明
治
百
年
、

何
か
に
つ
け
有
意
義
な
年

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

教
育
の
歴
史
に
つ
い
て
も

お
よ
そ
九
十
余
年
を
経
て

お
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
教
育
に
つ

い
て
は
、
日
頃
村
長
は
じ

め
関
係
者
が
熱
心
に
こ
れ

に
当
り
、
学
校
教
育
施
設

の
整
備
或
い
は
教
育
設
備

教
材
の
整
備
等
相
当
の
努

去
る
五
月
十
六
日
北
悔
口
受
付
を
行
な
い
ま
し
た

道
、
東
北
地
方
を
中
心
に
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か

発
生
し
た
十
勝
沖
地
心辰

り

ふ

壱
万
六
百
七
拾
円
の
金

た
め
、
多
く
の
人
命
や
家

額
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

屋
等
を
失
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
金
円

日
本
赤
十
字
社
侶
島
県
は
早
速
日
赤
福
~
県
支
部

支
部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

ら
被
災
者
を
救
援
す
る
た
お
心
の
こ
も
っ
た
義
援

め
去
る
五
月
十
七

H
か
ら
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

六
月
二
十
日
迄
義
授
令
募

1

し
た
方
々
に
対
し
厚
く
お

集
運
動
を
開
始
し
、
玉
川
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

村
に
お
い
て
も
こ
れ
が
窓

御
報
告
い
た
し
ま
す
。

¥、
t
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在

一
現1

．
上
み

5

の
、
飴
―

費

ぷ

ク

昭

仝

公

8316
-

備
4
2三

〗
戸

円

巴

千一

F
千

円

内

円

548-066482369448921 

校

人
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学

6
9
2
1
8
9
-

，
'
，
＇
,

中

3
5
-
3
0
5
-
5
1
4
3
7

塾

立

臼

f

円
一
円

q

t9
-7
2
0
8
2
 

-665511

翌
翡

校
一
人
学

,
'
-

-
4
5
9
 o, 2
8
 

学
-07338

,-

5

4

5

可

ヽ
一

lJ
-1
-
i
 

薮
数
一
額
分
分
額
分
分

総

担

担

当

担

目
一
＿
一
総

担

＿

賣

負

人

負

i

徒玉
贔
育
四
ぷ
負
町
県
負

＿教

籟

国

村

生

国

村

項

＿

＿校

一～
童

〗

一
空
学一学
内
訳
児
内
訳

考 力
を
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
こ
の
た
び
昭

和
四
十
二
年
会
計
年
度
に

お
け
る
地
方
教
育
費
の
調

査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の

で
そ
の
一
部
を
御
照
会
し

ま
す
。

児
童
生
徒
后
五
万
円
強
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伺

穿

孔 に
ナ
メ
コ
―
|
二

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
1

1

な
め
こ
は
、
独
特
な
味
覚
と
感
触
が
一
般
人
に
愛

好
さ
れ
、
東
北
地
方
の
名
産
と
し
て
増
産
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
簡
単
に
貯
蔵
も
出
来
る
の
で
、
自
家

用
と
し
て
栽
培
し
て
見
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

④
原
木
に
利
用
で
き
る

樹
種

天
然
性
の
も
の
は
「
プ

ナ
」
「
ト
チ
」
「
イ
タ
ヤ
」

な
ど
に
多
く
発
生
し
ま
す

が
、
こ
の
外
当
地
方
で
入

手
出
来
る
も
の
に
「
ク
リ
」

「
ナ
ラ
」
「
サ
ク
ラ
」
「
ホ

オ
ノ
キ
」
「
サ
ワ
グ
ル
ミ
」

「
ヤ
ナ
ギ
」
「
ポ
プ
ラ
」
「
ク

ヮ
」
「
カ
キ
」
等
が
あ
り

ま
す
。

R

太

さ

椎
茸
と
異
り
一
度
原
木

の
中
に
菌
糸
が
充
分

丘
媛

延
す
る
と
、
其
の
后
は
多

少
樹
皮
が
傷
ん
だ
り
剥
が

れ
た
り
し
て
も
よ
く
発
生

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
原

木
の
太
さ
は
差
程
考
慮
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＠
伐
採
玉
切
り

秋
紅
葉
し
始
め
て
か
ら

翌
春
木
の
芽
の
ふ
く
ら
む

頃
ま
で
の
間
に
伐
採
し
ま

す
。
秋
に
伐
採
し
た
も
の

は
秋
に
植
終
る
よ
う
に
し

春
植
は
お
そ
く
も
五
月
木

頃
ま
で
に
植
付
け
る
様
心

掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ナ
メ
コ
菌
は
椎
茸
菌

に
比
較
し
て
稲
々
原
木
中

ー］

に
水
分
が
多
い
時
で
も
良

＜
菌
が
伸
び
ま
す
か
ら
、

玉
切
り
、
植
菌
は
原
木
を

伐
採
し
て
比
較
的
早
目

（
樹
種
に
依
り
異
な
る
も

伐
採
后
十
日
位
）
に
行
う

方
が
良
好
で
す
。
玉
切
り

の
長
さ
は
一

m
位
で
す
。

R

植

菌

い
接
種
個
所
の
配
樹

種
菌
を
接
種
す
る
方
法

は
千
鳥
型
、
螺
旋
型
と
あ

』:―
ク

[
／

i
．州シ
vi-:I'5 

杓
ー

翌セ

”
 

千

ヽ

-•'
.

,: /
 

り
ま
す
。
原
木
り
太
さ
に

応
じ
た
、
穴
の
数
及
び
配

置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〖
最
小
限
の
数
で
す
か
ら

こ
れ
よ
り
二

0
％
位
は
多

く
打
込
み
ま
す
）

原
木
の
太
さ
（
長
一

111)

径

六

虚

l
-
o
g

孔

数

七

"

"
l
 

0
 

径
―

-cm
ー
一
六
虚

孔
数
―
―
―
―
ー
一
六

径
一
七

g
ー
ニ
ニ
虚

孔
数

一
九
ー
ニ
ニ

る ぬ へ あ き 位 さ に よ 原 器
'--・ 様洩けさーーかり木を大

注くまの定‘け木表以型
意 な す 孔 の 五 て 質 皮 っ 穿
すら° を大糎深部部て孔

~,,,-------・------、、
這t~ 吉;--・・

所
定
の
孔
を
あ
け
た
な

ら
ば
、
河
村
式
移
植
器
を

用
い
鋸
屑
種
菌
を
、
原
木

表
皮
部
と
同
じ
高
さ
ま
で

固
く
詰
め
ま
す
。
も
し
表

部
分
よ
り
出
す
ぎ
た
場
合

-[
-
―
-
〗
亡
―
―
哀

二
x
x〗

は
穿
孔
器
等
の
頭
に
て
打

ち
平
に
し
て
下
さ
い
。

植
菌
し
た
も
の
は
必
ず

封
じ
て
下
さ
い
。
封
蜆
は

沸
か
す
程
良
く
溶
け
、
良

＜
延
び
ま
す
か
ら
植
菌
部

ヘ
隙
間
の
で
き
ぬ
様
完
全

に
密
封
し
て
下
さ
い
。

⇔

封

娠

り

移

植

＠
伏
せ
込
み

伏
せ
込
み
は
、

・ナ
メ
コ

の
菌
糸
を
充
分
に
原
木
に

伸
長
発
育
さ
せ
て
完
熟
し

た
、
良
い
楕
木
を
作
る
こ

と
が
目
的
で
す
か
ら
、
雑

菌
の
発
生
し
な
い
様
に
良

く
管
理
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

い
伏
せ
込
み
場
所
の
選
び

方ナ
メ
コ
菌
は
、
梢
女
湿

度
の
高
い
虜
合
に
発
育
が

よ
く
又
低
湿
で
も
良
く
伸

長
し
ま
す
。
従
夕
て
伏
せ

込
み
場
も
租
々
湿
度
の
高

い
環
境
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
あ

ま
り
過
湿
の
場
合
は
雑
菌

の
発
生
の
原
因
と
な
る
の

で
避
け
る
様
心
掛
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
坦
地
で
は
北
面
又
は

北
面
煩
斜
地
で
、
梢
湿
度

が
高
く
風
通
し
の
良
い
場

所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
風

通
し
の
悪
い
場
所
は
周
囲

の
雑
草
灌
水
等
を
刈
払
っ

て
、
良
い
環
境
を
作
っ
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
出
来
れ
ば
近
く
に
小

-~~-~~ 
ロニ

川
が
流
れ
て
い
る
様
な
場

所
は
、
好
成
績
が
い
ら
れ
り
管梅

雨
に
入
る
頃
か
ら
梅

ま
す
。
伏
込
期
問
に
真
夏

雨
あ
け
の
時
期
に
一
番
雑

の
日
中
の
強
い
光
線
を
、

菌
の
浸
入
繁
殖
し
や
す
い

直
接
楕
木
に
当
て
ま
す
と

時
期
で
す
か
ら
、
こ
の
頃

原
木
の
樹
皮
が
剥
が
れ
た

～
特
に
通
風
を
良
く
し
て
や

り
、
時
に
は
菌
糸
の
勢
力

こす伝
る
様
に
、
梅
雨
期
が
過
ぎ

が
弱
ま
り
死
滅
す
る
事
が

｝`
ふ＊
f

ダ・

じえ`
’へ～、

た
ら
天
地
返
し
作
業
盆
m

あ
り
ま
す
か
ら
、
特
に
光

木
の
上
下
を
替
え
て
今
ま

線
の
強
い
期
問
は
令
木
の

で
地
面
に
接
し
て
い
た
部

な
い
と
こ
ろ
は
、
柴
掛
け

分
を
上
に
す
ぎ
を
必
ず

等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

行
い
ま
す
。
叉
周
辺
の
雑

俵
が
繁
茂
し
て
い
る
場
合

之
を
刈
払
っ
て
や
る
様
心

掛
け
ま
す
。

e涵
捌
き
込
み

植
菌
し
て
か
ら
一
夏
伏

せ
込
み
の
期
間
が
過
ぎ
ま

す
と
、
そ
の
年
の
秋
か
ら

冬
に
か
け
種
菌
の
植
え
た

近
い
個
所
や
、
菌
糸
の
伸

び
の
速
か
っ
た
細
い
楕
木

若
し
く
は
材
り
軟
か
い
樹

種
か
ら
は
ボ
ッ
ポ
ッ
走
子

猟
銃
、
空
気
銃
な
ど
の

狩
猟
免
許
を
受
け
た
い
万

は
次
に
よ
り
狩
猟
譜
習
会

が
行
な
は
れ
ま
す
か
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
請
習
を
受
け
て
お

け
ば
将
鉗
猟
銃
、
唸
気
銃

を
所
持
し
よ
う
と
す
る
と

き
や
そ
の
所
持
許
可
証
を

更
新
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
も
活
用
で
き
ま
す
。

詳

し
い
こ
と
は
警
察
官
在
駐

所
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

る
。

理

が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
五
秋

先
早
目
に
楕
場
に
運
ぶ
か

適
当
の
湯
所
心
な
い
場
合

は
そ
の
場
で
ナ
メ
コ
の
出

易
い
状
態
に
す
る
為
地
面

に
直
接
伏
せ
込
む
よ
う
に

す
る
。
こ
の
場
合
ナ
メ
コ

が
発
生
し
て
も
差
支
い
な

狩
撒
講
醤
会
の
お
知
ら
せ

開
催
期
日

前
九
時

開
催
場
所
東
白
川
郡
棚

倉

町

亀

ヶ

城

会

照

申
込
方
法
開
催
期
日
五

日
前
ま
で
に
棚
倉
林
業

事
務
所
に
次
の
書
類
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

①
受
講
申
込
書

②
写
真
（
ラ
イ
カ
版
）
一
枚

⑧
福
島
県
収
入
証
紙

初

心

者

七

0
0円

経

験

者

四

0
0円

八
月
十
日
午

R

採

取

い
だ
け
楕
木
の
間
隔
を
あ

げ
る
よ
う
に
す
る
。

ナ
メ
コ
菌
糸
が
充
分
楕

木
に
蔑
延
し
て
も
、
湿
気

が
少
な
い
と
発
生
し
な
い

ば
か
り
か
、
あ
の
ナ
メ
コ

本
来
幻
粘
性
が
少
な
く
な

り
、
品
質
を
落
し
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
地
形
に
よ

っ
て
管
理
を
怠
ら
ぬ
様
に

致
し
ま
す
。

ナ
メ
コ
の
令
が
開
か
ず

し
か
も
裏
の
膜
が
柄
の
部

分
に
つ
い
て
小
粒
の
物
程

品
質
は
よ
い
の
で
す
か
ら

毎
日
の
如
く
楕
場
を
見
廻

り
、
い
つ
も
〈
十
の
開
か
な

い
も
の
を
採
取
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
一
石
の
原

木
か
ら
そ
の
一
代
に
生
産

さ
れ
る
彙
は
凡
そ
三

0
k
g

で
す
。
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身
体
障
害
者
福
祉
法
に

お
い
て
、
身
体
障
害
者
と

は
視
覚
障
害
、
聴
覚
又
は

平
衡
機
能
の
障
害
、
音
声

機
能
叉
は
言
語
機
能
の
障

害
、
肢
体
不
自
由
者
で
都

道
府
県
知
事
か
ら
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
が
、
身
体
障
害

者
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
法
律
の
一
部
改

正
に
よ
り
「
心
臓
又
は
呼

吸
器
の
機
能
の
障
害
で
永

続
し
、
か
つ
、
日
常
生
活

夏
に
な
る
と
子
供
達
の

花
火
あ
そ
び
の
季
節
と
な

り
ま
す
が
、
花
火
に
よ
る

火
災
、
子
供
の
事
故
が
毎

年
く
り
か
え
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
花
火
は
ち
よ
っ
と

の
油
断
で
大
き
な
事
故
が

起
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ

危
険
な
花
火
あ
そ
び
は

止
め
ま
し
よ
う

が
著
し
い
制
限
を
受
け
る

程
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
」
も
申
請
に
も
と

づ
い
て
手
帳
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
申
請
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

尚
、
申
請
r
』
は
医
師
の

診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
診

断
書
用
紙
を
役
場
か
ら
も

ら
っ
て
診
断
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
申
し
派
え
ま
す
。

と

に

し

て

危

険

な

花

火
あ
そ
び
を
さ
せ
な
い
よ

う
お
互
い
に
注
揺
し
て
く

だ
さ
い
。

一
、
人
家
の
近
く
、
人
ご

み
の
中
で
は
や
ら
な
い

こ
と
。

二
、
花
火
は
安
全
な
と
こ

ー
皿
＿
＿
―

-
i
-
ー

＿

g

＿：

-i‘.＿__ i-

— 
__ ＿

_

＿

_:I
ー
：
-
＿
”
；
i

郭

公

関

根

栖

泉

叩

一

-— 
血
歯
桑
若
葉
ひ
ろ
ご
る
雨
に
網
を
打
つ

ふ

一

鉄

線

の

花

の

世

も

と

く

庭

古

り

ぬ

一
血

仏

法

僧

杉

の

秀

く

ら

き

月

の

牽

郭
ハ
ム
や
吾
妻
小
富
士
の
雲
ひ
ら
く

一

一
皿
郭
ハ
ム
や
友
の
訃
を
聞
く
タ
ベ
な
り

草

餅

の

色

や

そ

の

佗

び

妻

に

買

ひ

一

一
111

野
の
窪
の
日
や
ぜ
ん
ま
い
の
箭
の
丈
け
て

t
2
•
2

▲
a
n
-
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

-
n
n
:

＿
竺
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ー
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―
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決 先
般
皆
様
の
御
家
庭
に

第
九
回
玉
川
村
親
善
野
球
大
会

来
る
七
月
二
十
八
日
泉
中

学
校
々
庭
に
於
て
第
九
回

玉
川
村
親
善
野
球
大
会
が

郵便番号はこう

して調べます

ぉ
配
り
ま
し
た
郵
便
番
号

簿
（
地
方
阪
）
に
は
県
内

を
は
じ
め
宮
城
、
山
形
、

茨
域
、
埼
玉
、
神
奈
川
の

各
県
と
東
京
都
の
郵
便
番

号
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
以
外
の
府
県

公
民
館
主
催
で
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
チ
ー
ム
は
次
の

六
チ
ー
ム
で
す
。

!O

康
郷
野
球
ク
ラ
ブ

―
③
 

-
3
 

—
|
—
役
場
職
員
チ
ー
ム

;o 

lo 

3
①
 

.l 

1
0
'
.
!
:
:
:
:
_
_
双
羽
電
機
野
球
部

戦
一

io 

忌
Jy

)
I
-

n"
＂`
 

3

一
〇
全
逓
川
辺
ボ
ス
ト

i

|
」

0
②

-

1

9

|
＇
ー
駒
木
根
チ
ー
ム

―
o
 

④
 ゚

-112,l

農
業
団
体
チ
ー
ム

．
 

部
落

ll
刀）

J

、・・‘

ん‘
ヽ~ ー

~
ゞ
1
1

9,l 

奴`ン

日
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

一

ー

ー

ー

（

六

月

分

の

死

亡

届

書

か

ら

）

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

矢

部

コ

チ

ウ

伝

祖

円

小

嶋

ち

か

江

正

男

萎

の

団

溝

井

蝕

象

永

太

郎

父

湯

沢

一

男

力

三

長

男

訊

野

瀕

主

ト

リ

の

夫

附く古'"J I口 1

部
落

川

辺

ク竜
鯰
『

山
小
屋

郵
便
番
号
領
は

御
手
元
に
届
い
た
で
し
よ
う
か
？

心
臓
障
害
及
び
呼
吸
器
機
能
障
害
者
も

身
体
障
害
者
に
な
り
ま
す

ろ
に
お
き
、
ボ
ケ
ッ
ト

な
ど
に
入
れ
て
お
か
な

い
こ
と
。

―
―
-
、
ら
い
さ
な
子
供
の
一

人
あ
そ
び
は
さ
せ
な
い

こ
と
。

四
、
マ
ッ
チ
は
終
っ
た
ら

必
ず
家
の
人
に
か
え
す

こ
と
。

五
、
花
火
は
線
香
花
火
位

の
も
の
で
あ
そ
ぶ
こ
と

（
高
い
音
を
出
す
も
の
、

と
ん
で
行
く
も
の
で
は

あ
そ
ば
な
い
こ
と
。
）

本
紙
五
月
号
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

し
た
よ
う
に
、
七
月
一
日
か
ら
郵
便

番
号
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
年
々
増
加
す
る
郵

便
物
を
早
く
配
達
す
る
た
め
に
、
郵

便
物
を
機
械
で
区
分
す
る
た
め
、
郵

便
番
号
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

（
川
辺
郵
便
局
）

番
号
簿
ニ
ー
三
頁
を
ご
ら

ん
下
さ
い
。

郵
便
番
号
簿
は
届
い
て

お
り
ま
す
か

も
し
ま
だ
郵
便
番
号
簿

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

お
手
数
で
も
当
局
ま
で
お

申
し
出
て
下
さ
い
。
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
全
国
阪

の
ご
入
用
の
方
の
た
め
切

手
売
さ
ば
き
所
お
よ
び
当

局
に
お
い
て
取
次
販
売
い

た
し
て
お
り
ま
す
、
御
利

用
下
さ
い
。
一
部
七
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皿
申
告
所
得
税
第
一
期
分
の
納
期
は

一
七
月
三
十
一
日
限
り
で
す
一

111

国
税
の
納
税
は
手
軽
で
便
判
な
振
替
納
税
を
利
皿

皿
用
し
ま
し
ょ
う
。
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の
番
号
を
知
り
た
い
場
合

に
は
近
所
の
切
手
売
り
さ

ば
き
所
に
問
い
合
せ
る
か

当
局
へ
電
話
ま
た
は
郵
便

（
無
料
扱
）
で
申
し
越
し

下
さ
い
。

郵
便
番
号
の
書
き
方

番
号
記
入
枠
の
つ
い
て

お
る
封
筒
や
葉
書
に
は
枠

の
中
に
記
入
し
ま
す
。
枠

の
な
い
封
筒
や
葉
書
を
お

使
い
に
な
る
場
合
に
は
宛

名
を
書
い
た
上
部
に
お
書

き
下
さ
い
。
書
く
色
は
赤

色
以
外
な
ら
な
ん
で
も
結

詳
し
い
こ
と
は

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

．（
六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

生

出

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

石

井

智

恵

子

健

吉

孫

野

崎

加

代

子

武

ク

鈴

木

彦

源

一

ク

松

山

金

次

郎

ク

消
防
団
幹
部
会

地
区
税
協
石
川
方

部
役
員
会

泉
郷
警
察
官
駐
在

所
新
築
工
事
現
場

説
明
及
入
札

六
・
―
―
―
―
月
例
監
査

空
一
写
！
元
第
二
回
定
例

議
会

村
諮
会
経
済
土
木

委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

参
説
院
議
員
通
常

選
挙
投
柴
日

七
・
七

六
・
呉

六六．． 
ニニー
〇七

七・一写
七．――――

七

・
1
0

七．―――
七・――――

七

・

九

七

・

八

日
本
脳
炎
予
防
接

種
母
子
セ
ン
タ
ー

土
地
改
良
区
評
価

委
員
会

地
籍
調
査
入
札

ポ
ン
プ
操
法
訓
練

自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
コ
ン
テ
ス

ト
打
合
せ
会

阿
武
隈
山
系
総
合

開
発
現
地
調
査

古
殿
町

同

平

田

村

、

玉

川
村
、
須
賀
川
市

先
月
の
日
誌
よ
り

六

暑
い
と
食
欲
も
減
退
し

が
ち
、
こ
ん
な
と
き
の
体

力
増
進
に
き
A

め
あ
る
食

物
と
し
て
「
ニ
ラ
」
と
か

「
ニ
ン
ニ
ク
」
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
に
お
い
が

か
な
り
強
い
も
の
で
す
が

絶
好
の
栄
養
剤
。

と
い
う
の
は
、
あ
の
強

い
に
お
い
の
成
分
が
体
内

で
水
に
溶
け
な
い
ビ
タ
ミ

ン
B
1
を
作
る
か
ら
。

「
ニ
ラ
」
や
「
ニ
ン
ニ

ク
」
か
ら
と
っ
た
ビ
タ
ミ

ソ

B
ー
は
体
内
に
残
っ
て

じ
ゅ
う
ぶ
ん
効
果
を
現
わ

し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

B
l

は
疲
労
回
復
、
ス
タ
ミ
ナ

増
強
、
食
欲
増
進
の
作
用

を
す
る
た
い
せ
つ
な
栄
養

素
で
す
。
食
べ
た
あ
と
の

に
お
い
を
取
る
に
は
、
あ

と
で
梅
千
を
食
べ
る
と
か

濃
い
コ
ー
ヒ
ー
や
牛
乳
を

飲
め
ば
、
あ
る
程
度
消
せ

ま
す
。N

H
K
「
く
ら
し
の
ヒ

ン
ト
」
よ
り

「
ニ
ラ
」
か
「
ニ
ン
ニ
ク
」

お

す

す

め

の
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